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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚、爪又は口唇の表面（Ｓ）にメイクアップを施与するためのキットであって、
　　　磁場の影響下で可動性である磁性粒子を含む第一化粧料組成物（Ｃ１）；
　　　第一組成物（Ｃ１）を被覆するための、又は第一組成物（Ｃ１）により被覆される
ための第二化粧料組成物（Ｃ２）；
　　　第一化粧料組成物（Ｃ１）を施与するための非磁性の化粧料アプリケーター；
　　　磁性デバイス（１０）、ここで該磁性デバイス（１０）は、第一組成物（Ｃ１）が
堆積された表面（Ｓ）の上方に該磁性デバイス（１０）が位置づけられることを可能にす
る部材（１７）を含み、第一組成物が表面（Ｓ）に少なくとも１の層の形で施与されると
き、該磁性粒子のすべて又は一部の配向を変える及び／又は変更することを可能にする磁
場を作り出すように構成されており、第一組成物Ｃ１と接触することなく第一組成物Ｃ１

の外観を変化させて模様を形成する；
を含むキット。
【請求項２】
第二組成物が第一組成物を被覆するためのものであることを特徴とする、請求項１に記載
のキット。
【請求項３】
第二組成物が透明であることを特徴とする、請求項１に記載のキット。
【請求項４】
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第一組成物（Ｃ１）がマニュキア液又は口紅であることを特徴とする、請求項１～３のい
ずれか１項に記載のキット。
【請求項５】
磁性粒子（Ｐ）が非球状であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の
キット。
【請求項６】
磁性デバイス（１０）が、第一組成物（Ｃ１）が堆積された表面（Ｓ）に相対的に磁性デ
バイスが位置付けられることを可能にする部材（１７）を含むことを特徴とする、請求項
１に記載のキット。
【請求項７】
皮膚、爪又は口唇の表面（Ｓ）にメイクアップを施与する方法において、以下の工程を含
む方法：
　　　非磁性の化粧用アプリケーターを使用して、表面（Ｓ）に流動状態の少なくとも第
一化粧料組成物及び第二化粧料組成物を堆積させる工程、ただし第一化粧料組成物は第二
組成物を少なくとも部分的に被覆するか又は第二組成物により少なくとも部分的に被覆さ
れ、第一組成物（Ｃ１）は、磁場の影響下で可動性である磁性粒子（Ｐ）を含む；及び
　　　第一組成物Ｃ１の上方に磁性デバイスを位置づけ、第一組成物（Ｃ１）の少なくと
も一部を磁場に暴露して、磁性粒子（Ｐ）の少なくとも一部の配向を変化させる及び／又
は該一部を移動させて、第一組成物（Ｃ１）と接触することなく第一組成物の外観を変化
させる工程、ここで第一組成物（Ｃ１）の上に少なくとも１の模様を形成するように磁場
がかけられている。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表面、例えば皮膚、爪、毛、口唇、又は付け爪さえにメイクアップを施与する
ためのキットに関し、メイクアップを施与する方法にもまた関する。
【０００２】
本発明の文脈において使用される用語「化粧料組成物」は、１９９３年６月１４日付けの
ＥＥＣ指令書９３／３５補正ＥＥＣ指令書７６／７６８(EEC Directive 93/35 modifying
　EEC Directive 76/768)において定義された組成物を意味する。ファンデーション、口
紅、及びマニュキア液は化粧料組成物の例である。
【０００３】
メイクアップの分野において新規な外観の効果から利益を得る必要性が存在し、本発明は
その必要性を満足させることを探求する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
メイクアップを施与するためのキット
本発明の側面の一つに従うと、本発明は、表面、例えば皮膚、爪、毛、又は口唇にメイク
アップを施与するためのキットを提供し、該キットは、
　　　金属の鉄の粒子、特に軟鉄を含む第一化粧料組成物（Ｃ１）；及び
　　　第一組成物（Ｃ１）を被覆するための、又は第一組成物（Ｃ１）により被覆される
ための第二化粧料組成物（Ｃ２）
を含む。
【０００５】
本発明の別の側面に従うと、本発明は皮膚、爪又は口唇の表面（Ｓ）にメイクアップを施
与するためのキットであって、
　　　磁場の影響下で可動性である磁性粒子を含む第一化粧料組成物（Ｃ１）；
　　　第一組成物（Ｃ１）を被覆するための、又は第一組成物（Ｃ１）により被覆される
ための第二化粧料組成物（Ｃ２）；
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　　　第一化粧料組成物（Ｃ１）を施与するための非磁性の化粧料アプリケーター；
　　　磁性デバイス（１０）、ここで該磁性デバイス（１０）は、第一組成物（Ｃ１）が
堆積された表面（Ｓ）の上方に該磁性デバイス（１０）が位置づけられることを可能にす
る部材（１７）を含み、第一組成物が表面（Ｓ）に少なくとも１の層の形で施与されると
き、該磁性粒子のすべて又は一部の配向を変える及び／又は変更することを可能にする磁
場を作り出すように構成されており、第一組成物Ｃ１と接触することなく第一組成物Ｃ１

の外観を変化させて模様を形成する；
を含むキット
を提供することである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
用語「可動性である」は、粒子の配向及び／又は位置が変更されることができることを意
味する。
【０００７】
表面に堆積された第一組成物の外観は、磁性粒子の配向及び／又は位置に依存する。本発
明は新規なメイクアップ効果を化粧料組成物で創り出すことを可能にし、レリーフ状の模
様が作り出されることを可能にし、例えば又はレリーフの印象、又は場合によって種々の
他の幾何学模様を与える。
【０００８】
第二組成物は透明であってもよい。第二化粧料組成物が第一組成物に施与されたとき、第
二組成物は、深さ、光沢、滑らかさ、又は他の効果を得ることを可能する。
【０００９】
第二組成物は、着色剤、例えば顔料を含み得る。第二組成物が着色されているとき、着色
された背景／ベースを創り出すことが可能であり、例えば第二組成物は、例えば第一組成
物により被覆される。
【００１０】
特に、本発明のキットはメイクアップを口唇又は爪に施与するために使用され得る。
【００１１】
本発明のキットは、第一組成物が表面に施与された少なくとも直後に、第一組成物の外観
を変更することを可能にする磁場を創り出すための磁性デバイスを含み得る。
【００１２】
第一化粧料組成物
所与の乾燥時間の後、第一組成物は、磁性粒子が磁場の影響下でその配向をさらに変える
ことを妨ぐ状態を取り得る。これは例えばマニュキア液に当てはまる。ある状況下では、
磁性粒子の配向は、任意の時に、特に第一組成物が乾燥しないとき、又は非常に長い乾燥
時間を示すときにもまた変更され得る。これは例えばファンデーションに当てはまり得る
。
【００１３】
上述されたように、第一組成物は、種々の形態で提示され得る磁性粒子を含む。
【００１４】
磁性粒子
用語「磁性粒子」は、「磁性体」とも呼ばれ、磁性に敏感性を示す粒子、すなわち磁場の
作用に敏感であり、かつ例えば磁力線と一直線になる傾向がある粒子を意味する。
【００１５】
第一組成物は、磁性粒子及び非磁性粒子の両方を含み得る。
【００１６】
組成物中の磁性粒子及び非磁性粒子の存在は、例えば磁場の影響下で変えられることがで
きる新規な光学効果を創り出すことを可能する。
【００１７】
磁場の不存在においては、使用される磁性粒子は、好ましくは何らの残留磁性を示さない
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。
【００１８】
磁性粒子は、磁場が永久磁石により作り出されるか、又は誘導の結果であるかに関わらず
、磁場の磁力線に感受性を示す磁性物質を含み得、該物質はニッケル、コバルト、鉄、及
びそれらの合金及び酸化物、特にＦｅ３Ｏ４、及び例えばガドリニウム、テルビウム、ジ
スプロシウム、エルビウム、及びそれらの合金及び酸化物から選択される。磁性物質は、
「軟」又は「硬」のタイプであり得る。
【００１９】
磁性粒子は、磁性物質、例えば鉄、ニッケル、コバルト及びそれらの合金及び酸化物、特
に例えばＦｅ３Ｏ４の少なくとも１つの層を含む多層構造を場合によって示してもよい。
【００２０】
磁性粒子は、好ましくは非球状であり、例えば細長い形状を示す。すなわち、該粒子が磁
場に付されたとき、その長尺軸を磁力線と並べて配向される傾向があり、そして配向が変
化し、第一組成物の外観の変化をもたらす。
【００２１】
磁性粒子が実質的に球状であるとき、その外観は好ましくは非均一であり、その結果、配
向の変化が外観の変化をもたらす。
【００２２】
磁性粒子の量は、組成物の外観をその配向及び／又はその位置に依存させることを可能に
するのに十分である。
【００２３】
磁性粒子の濃度は、例えば約０．０５重量％～約９７重量％の範囲、例えば好ましくは約
０．１重量％～約９５重量％の範囲、好ましくは０．１重量％～９０重量％の範囲、例え
ば約３重量％であり得る。例えば、磁性粒子のサイズは、１ナノメートル（ｎｍ）～７０
０マイクロメートル（μｍ）の範囲、例えば１μｍ～５００μｍ，より特に約１０μｍ～
約１５０μｍの範囲であり得る。用語「サイズ」は、「Ｄ５０」と呼ばれる、母集団の半
分における統計的粒度分布により与えられるサイズを意味する。
【００２４】
第一組成物の磁性粒子は磁性顔料を含み得る。特に適する顔料は酸化鉄Ｆｅ３Ｏ４を含む
真珠層である。例えば、磁性を示す顔料は、メルク社によりカラロナブラックスターブル
ー，カラロナブラックスターグリーン，カラロナブラックスターゴールド，カラロナブラ
ックスターレッド，クロワゾネヌアンティークスーパーグリーン，ミクロナマットブラッ
ク（１７４３７），マイカブラック（１７２６０），カラロナパティナシルバー（１７２
８９），及びカラロナパティナゴールド（１１７２８８）の商標名で、又はエンゲルハー
ド社により実際フラメンコトワイライトレッド，フラメンコトワイライトグリーン，フラ
メンコトワイライトゴールド，フラメンコトワイライトブルー，チミカヌアンティークシ
ルバー１１０ＡＢ，チミカヌアンティークゴールド２１２ＧＢ，チミカヌアンティークカ
ッパー３４０ＡＢ，チミカヌアンティークブロンズ２４０ＡＢ，クロワゾネヌアンティー
クグリーン８２８ＣＢ，クロワゾネヌアンティークブルー６２６ＣＢ，ジェムトーンムー
ンストーンＧ００４，クロワゾネヌアンティークレッド４２４クロマ－ライト，ブラック
（４４９８），クロワゾネヌアンティークルージュフランベ（コード４４０ＸＢ），クロ
ワゾネヌアンティークブロンズ（２４０ＸＢ），クロワゾネヌアンティークゴールド（２
２２ＣＢ），及びクロワゾネヌアンティークカッパー（３４０ＸＢ）の商標名で販売され
ているものである。
【００２５】
磁性粒子は、磁性繊維であってもよい。
【００２６】
磁性繊維
用語「繊維」は、例えば３．５～２５００又は５～５００，例えば５～１５０の範囲の形
態因子を示すに細長い物体を一般的に意味する。形態因子は、比Ｌ／Ｄにより定義される
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。ここでＬは繊維の長さであり、Ｄは繊維の最も広い断面が内接されるところの円の直径
である。
【００２７】
例えば、繊維の断面は、２ｎｍ～５００μｍの範囲，例えば１００ｎｍ～１００μｍの範
囲，又は１μｍ～５０μｍさえの直径を有する円に内接され得る。
【００２８】
例えば、繊維は、１μｍ～１０ミリメートル（ｍｍ），例えば０．１ｍｍ～５ｍｍ，又は
０．３ｍｍ～３．５ｍｍさえの範囲の長さを示し得る。
【００２９】
例えば、繊維は０．１５デニール～３０デニール（９ ｋｍの糸に対するグラムにおける
重さ），例えば０．１８デニール～１８デニールの範囲の重さを示し得る。
【００３０】
繊維の断面は、任意の形であり得、例えば円、又は多角形、特に四角形、六角形、又は八
角形であり得る。
【００３１】
組成物は、独立していてもよい、又は相互に連結されていてもよい、例えば編まれていて
もよい固体又は中空の繊維を含み得る。
【００３２】
組成物は、例えば研磨することにより先が尖っていない及び／又は丸められた末端を有す
る繊維を含み得る。
【００３３】
繊維が組成物に挿入されるとき、繊維の形状は、顕著には変えられる必要はない、ここで
該繊維は最初、直線状であり、かつその形状を保つのに十分硬い。変形において、繊維は
、それらが組成物内でかなり変形されることを可能にする柔軟性を示してもよい。
【００３４】
繊維は、ゼロではない量（１００％であってもよい）の軟磁性物質、硬磁性物質、特に鉄
、亜鉛、ニッケル、コバルト、又はマンガン、及びそれらの合金及び酸化物に基づくもの
、特にＦｅ３Ｏ４、希土類、硫酸バリウム、鉄－シリコン合金（場合よってモリブデンを
含んでいてもよい）、Ｃｕ２ＭｎＡｌ，ＭｎＢｉ又はそれらの混合物（このリストは制限
的ではない）から選択された磁性物質を含み得る。
【００３５】
組成物が磁性粒子を含む繊維を含むとき、該磁性粒子は、繊維の少なくとも表面に、又は
繊維の表面のみに、又は繊維の内部のみに存在し得、又は例えば実質的に均一な様式で繊
維中に分散さえされていてもよい。
【００３６】
例えば、各繊維は、その表面に複数の磁性粒子を有する非磁性的なコアを含み得る。
【００３７】
各繊維は、その中に分散された複数の磁性粒（magnetic　grain）を含む合成マトリック
スをもまた含み得る。
【００３８】
適切であれば、磁性粒子で満たされた合成物質自身が非磁性の膜により被覆されていても
よい。例えば、そのような膜は磁性物質を周りの環境から孤立させる障壁を構成する、及
び／又はそれは色を与えることができる。各繊維は、上下続き（one-piece）の磁性コア
を含み得、非磁性膜により被覆されていてもよく、又は上下続きの非磁性コアを含み、磁
性膜により被覆されていてもよい。
【００３９】
組成物は１以上のポリマー状物質、特にサーモプラスチック及び／又はエラストマーを押
し出すこと又は共押出することにより製造された繊維を含み得る。押し出された物質の一
つは、分散された磁性粒子のフィラーを含み得る。
【００４０】
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各繊維は、ポリアミド；ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）；アセテート；ポリオレ
フィン、特にポリエチレン（ＰＥ）又はポリプロピレン（ＰＰ）；ポリ塩化ビニル（ＰＶ
Ｃ）；ポリエステルブロックアミド；可塑化されたリルサン（商標）；エラストマー、特
にポリエステルエラストマー、ポリエチレン（ＰＥ）エラストマー、シリコーンエラスト
マー、ニトリルエラストマー；又はこれらの物質の混合物、このリストは制限的ではない
、から選択された合成物質を含み得る。
【００４１】
組成物は、複合繊維であって、各繊維が少なくとも部分的に少なくとも１の非磁性の、合
成の、又は天然の物質により被覆された磁性コアを含む複合繊維を含み得る。例えば、磁
性コアは、コアの周りに非磁性物質で作られた膜を共押出することにより被覆されていて
もよい。
【００４２】
コアもまた、何か他の方法で、例えばインシチューでの重合化により被覆されていてもよ
い。
【００４３】
コアは、単一の部品（piece）であってもよく、又はマトリックス中に分散された磁性粒
のフィラーを含んでいてもよい。
【００４４】
組成物は、非磁性の、合成の、又は天然のコアを磁性粒子でみたされた合成の物質で被覆
することにより得られた複合繊維をもまた含み得、コアは木；レーヨン；ポリアミド；植
物物質；又はポリオレフィン、特にポリエチレン、ナイロン（登録商標）、ポリイミド－
アミド、又はアラミド、このリストは制限的ではない、から作られた繊維からなる。
【００４５】
組成物は、磁性複合粒子、特に磁性ラテックスをもまた含み得る。
【００４６】
磁性複合粒子
磁性複合粒子は、有機又は無機のマトリックスにより、及び磁性粒により構成された複合
物質である。その表面及び／又はそれ自身の中において、磁性複合粒子はすなわち磁性物
質の粒を含み得る。複合粒子は、有機又は無機のマトリックスにより被覆された磁性コア
により構成され得、又はそれらは磁性マトリックスにより被覆された有機又は無機のコア
により構成されていてもよい。
【００４７】
磁性複合粒子は、例えば上述の磁性物質の１つを含む。
【００４８】
磁性複合粒子のサイズは１ｎｍ～１ｍｍの範囲，例えば好ましくは１００ｎｍ～５００μ
ｍの範囲，より好ましくは５００ｎｍ～１００μｍの範囲であり得る。用語「サイズ」は
、「Ｄ５０」と呼ばれる、母集団の半分における統計的粒度分布により与えられるサイズ
を意味する。
【００４９】
２００４年，３月２４日付けのＣ．GOUBAULTによる理論（参照することにより本明細書に
取り込まれる）は、第１章において磁性複合粒子の課題に関する先行技術に言及し、磁性
複合粒子を製造するために使用されるのに適する製造方法、すなわち、磁性粒及びマトリ
ックスを別々に合成すること、マトリックスと接触している磁性粒を合成すること、又は
磁性粒の存在下でマトリックスを合成することのリストを選び出している。
【００５０】
KISKERは、シリカからなる無機マトリックス磁性複合粒子を市販している。DYNAL，SERAD
YN，ESTAPOR，及びADEMTECHは、本発明において使用されるために適する有機マトリック
ス磁性複合粒子を提案している。
【００５１】
より特に、Ｍ１－０７０／６０の製品番号で、ESTAPORは、ポリスチレンマトリックス中
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に均等に分布されているフェライトの粒により構成されている磁性ラテックスを市販して
いる。該ラテックスは６５％の酸化鉄を含みポリスチレン粒子の平均直径は８９０ｎｍで
あり、乾燥物質質量含有量は１０％である。
【００５２】
磁性流体
組成物は、磁性流体、すなわち磁性粒子、特に磁性ナノ粒子の安定なコロイド状懸濁物を
含み得る。
【００５３】
数十ナノメートルのオーダーのサイズを有する粒子が、例えば溶媒（水、オイル、有機溶
媒）に、界面活性剤又は分散剤により、又は静電相互作用により分散されている。
【００５４】
例えば、磁性流体は、フェライト又は他の磁性粒子をナノ粒子が得られるまで研磨し、次
に該粒子が界面活性剤（該粒子により吸着され粒子を安定化する）を含む流体に分散され
ることにより製造されることができる。又はそれらは金属イオン溶液を塩基性媒体に沈殿
させることにより製造されることができる。
【００５５】
磁性流体の各粒子は、粒子のサイズ及び磁性物質の性質により決められる磁気モーメント
を示す。
【００５６】
磁場の作用下、粒子の磁気モーメントは、磁力線と並ぶようになる傾向があり、ゼロでは
ない磁化が液体に現れる。もし場が取り除かれると、ヒステリシスは無く、磁化はゼロに
落ちる。
【００５７】
場の閾値を超えると、液体に巨視的な変化を起こすこと、例えばピークの出現、又はレオ
ロジー学的性質の変化を起こすことも可能である。
【００５８】
用語「磁性流体」は、溶媒中の磁性流体の滴のエマルジョンをもまた含む。すなわち各滴
は安定な懸濁物中におけるコロイド状の磁性粒子を含む。これは任意のタイプの溶媒にお
ける磁性流体を得ることを可能にする。磁性流体中の懸濁における磁性粒子のサイズは、
１ｎｍ～１０μｍの範囲，例えば好ましくは１ｎｍ～１μｍの範囲，より好ましくは１ｎ
ｍ～１００ｎｍの範囲であり得る。用語「サイズ」は、「Ｄ５０」と呼ばれる、母集団の
半分における統計的粒度分布により与えられるサイズを意味する。
【００５９】
以下の参照名でリキッドリサーチ社により販売されている磁性流体が特に挙げられること
ができる。
　　 ＷＨＫＳ１Ｓ９（Ａ，Ｂ，又はＣ），１０ｎｍの直径の粒子を有する、磁鉄鉱（Ｆ
ｅ３Ｏ４）を含む水をベースとする磁性流体である。
　　 ＷＨＪＳ１（Ａ，Ｂ，又はＣ），直径が１０ｎｍである磁鉄鉱（Ｆｅ３Ｏ４）の粒
子を含むイソパラフィンをベースとする磁性流体である。
　　 ＢＫＳ２５デキストラン，デキストランにより安定化された、水をベースとする磁
性流体であって、直径が９ｎｍである磁鉄鉱（Ｆｅ３Ｏ４）の粒子を含む磁性流体である
。
【００６０】
粒子及び／又は磁性繊維の鎖
組成物は、最大寸法、例えば１ｎｍ～１０ｍｍの範囲、例えば１０ｎｍ～５ｍｍの範囲、
又は１００ｎｍ～１ｍｍの範囲、又は０．５μｍ～３．５ｍｍの範囲さえ、例えば１μｍ
～１５０μｍの範囲であり得る例えば長さを有する粒子又は繊維の集団を含んでいてもよ
い。用語「サイズ」は、「Ｄ５０」と呼ばれる母集団の半分における統計的粒度分布によ
り与えられるサイズを意味する。
【００６１】
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例えば、磁性粒子の鎖は、刊行物、E．M．Furst，C．Suzuki，M．Fermigier，A．P．Gast
による「永久的に結合された単分散の常磁性の鎖」，Langmuir、第１４巻，７３３４～７
３３６ページ（１９９８年），M．Fermigier，Y．Grasselliによる「磁性粒子の懸濁物」
，Bulletin of the SFP（第１０５巻）１９９６年、７月，及び，C．Goubault，P．Jop，
M．Fermigier，J．Baudry，E．Bertrand，J．Bibetteによる「マイクロメカニカルなセン
サーとしての柔軟な磁性フィラメント」，Phys．Rev．Lett．，第９１巻，第２６号，２
６０８０２－１～２６０８０２－４（２００３年）に記載されているように，コロイド状
磁性粒子を組み立てることにより得られ得る。上記文献の内容は参照することにより本明
細書に取り込まれる。
【００６２】
特に上記論文は、表面に官能基を有する酸化鉄の粒を含むポリスチレンマトリックスを含
み、化学反応に従って永久的な様式で、特に隣接する粒子の表面間での共有結合で一緒に
結合されている磁性ラテックス粒子の鎖を得るための進め方を記載している；物理的相互
作用により一緒に結合されている磁性流体－エマルジョン滴の鎖を得る方法もまた記載さ
れている。この方法で得られた永久鎖の長さ及び直径は、コントロールされることができ
る。そのような磁性鎖は、磁場の影響下、配向され、移動されることのできる異方性のあ
る磁性物体を構成する。
【００６３】
磁性鎖の寸法は、磁性繊維に対するのと同じ条件を満足させ得る。
【００６４】
例えば、第一組成物は、観察の角度に応じて色の変化が観察されることができる少なくと
も１のゴニオクロマチックな着色剤を含み得る。ゴニオクロマチックな着色剤は場合によ
り磁性を帯びていてもよい。
【００６５】
第一組成物が、ある色の磁性粒子及びゴニオクロマチックな着色剤を含むとき、該着色剤
はその色の範囲が磁性粒子の色を実質的に通過するように選択され得る。
【００６６】
例えば、これは、磁性粒子が磁場の影響下で配向されていない限り、磁性粒子を検出する
ことをより困難にすることができる。
【００６７】
これは、磁性粒子を配向させることにより誘起された模様は、メイクアップされた表面が
ある観察条件及び／又は照明条件下にあるときにのみくっきりと現れることをもまた許す
ことができる。
【００６８】
ゴニオクロマチックな着色剤
本明細書の文脈において使用される用語「ゴニオクロマチックな着色剤」は、組成物が表
面上で広げられたとき、４５°の入射角度における光について、観察の角度が法線に対し
て範囲０°～８０°において変化されたとき、少なくとも２０°の色相角（tint angle）
ｈの変化量Ｄｈに対応する、１９７６　ＣＩＥ色空間のａ＊ｂ＊平面におけるカラーバス
を得ることを可能にする着色剤を意味する。
【００６９】
例えばカラーパスは、第一組成物が、エリクセン製であって型２４／５と称されるコント
ラストカード上に、自動スプレッダーにより３００μｍの厚さに流動状態で広げられた後
、インスツルメントシステムズ製であって、ＧＯＮ３６０ゴニオメーターと称されるスペ
クトロゴニオリフレクトメーターにより測定され得る。測定はカードの黒色の背景上で行
われる。
【００７０】
例えば、ゴニオクロマチック着色剤は多層干渉構造及び液晶着色剤から選択され得る。
【００７１】
多層構造は、例えば、少なくとも二つの層を含んでもよく、各層は例えば、以下の物質、
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ＭｇＦ２，ＣｅＦ３，ＺｎＳ，ＺｎＳｅ，Ｓｉ，ＳｉＯ２，Ｇｅ，Ｔｅ，Ｆｅ２Ｏ３，Ｐ
ｔ，Ｖａ，Ａｌ２Ｏ３，ＭｇＯ，Ｙ２Ｏ３，Ｓ２Ｏ３，ＳｉＯ，ＨｆＯ２，ＺｒＯ２，Ｃ
ｅＯ２，Ｎｂ２Ｏ５，Ｔａ２Ｏ５，ＴｉＯ２，Ａｇ，Ａｌ，Ａｕ，Ｃｕ，Ｒｂ，Ｔｉ，Ｔ
ａ，W，Zn，MoS2，氷晶石、これらの合金、ポリマー、及び組み合わせにより構成された
群から選択された少なくとも１の物質から製造される。
【００７２】
多層構造は、積み重ねられた層の化学的性質に関して、中央層について場合によって対称
的であってもよい。種々の層の厚さ及び性質に依存して、種々の効果が得られる。
【００７３】
対称的多層干渉構造の例は以下の通りである：Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３／Ｓｉ
Ｏ２／Ｆｅ２Ｏ３（これらの構造を有する顔料は商標名シコパールでＢＡＳＦにより販売
されている）；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／酸化マイカ／ＳｉＯ２／ＭｏＳ２；Ｆｅ２Ｏ３／Ｓ
ｉＯ２／酸化マイカ／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３；ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／ＴｉＯ２及びＴｉＯ

２／Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２，（これらの構造を有する顔料は商標名キシロナでメルク（ダ
ルムスタット）により販売されている）。
【００７４】
例えば、液晶着色剤はシリコーン、又はセルロースエーテルであって、その上にメソモル
フィックな基がグラフトされているものを含む。適する液晶ゴニオクロマチック粒子の例
は、シェニックスにより販売されているもの、及びワッカーによりヘリコーン（商標）の
商標名で販売されているものである。
【００７５】
適するゴニオクロマチックな着色剤は、真珠層；合成の基体、特にアルミナ、シリカ、ボ
ロシリケート、酸化鉄、又はアルミニウムタイプの基体上に効果を有する顔料；又はポリ
テレフタレートフィルムから来るホログラフィーの干渉フレークである。
【００７６】
該物質は分散されたゴニオクロマチック繊維をさらに含んでいてもよい。そのような繊維
は例えば８０μｍ未満である長さを示し得る。
【００７７】
第一組成物は、もし必要であれば、磁性を示し得る少なくとも１の回折性顔料をもまた含
み得る。
【００７８】
回折性顔料
本発明の文脈において使用され得る用語「回折性顔料」は、白色光により照明されたとき
、光を回折する構造の存在のために観察の角度に依存して色の変化を引き起こすことので
きる顔料を意味する。
【００７９】
回折性顔料は、定義された方向の単色光の入射光を回折することのできる回折格子を含み
得る。
【００８０】
回折格子は、周期的な模様、特に線であって２つの隣接する模様の間の距離が入射光の波
長と同じである模様を含み得る。
【００８１】
入射光が多色であるとき、回折格子は該光の種々のスペクトル成分を分離し、虹の効果を
作り出す。
【００８２】
回折性顔料の構造に関しては、Alberto Argoitia及びMatt Witzmanによる論文「回折効果
を示す顔料」、２００２年、Society of Vacuum coaters、第４５回技術会議年会紀要２
００２を参照することが有益である。
【００８３】
種々の輪郭、特に場合によって対称であってもよい三角形の輪郭、場合によって等間隔の



(10) JP 4799559 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

切り込みがあってもよい輪郭、又は正弦曲線の輪郭を有する模様を有する回折性顔料が製
造されてもよい。
【００８４】
格子の空間的な頻度、及び模様の深さは、種々の所望されるオーダーの分離の度合いに応
じて選択される。頻度は例えば１ｍｍ当たり５００の線～１ｍｍ当たり３０００の線の範
囲であり得る。
【００８５】
回折性顔料の各粒子は、好ましくは平らな形状、特にウエハーの形状を示す。
【００８６】
単独の顔料粒子は、場合によって直交していてもよい２つの交差された回折格子を含み得
る。
【００８７】
回折性顔料は、少なくとも１の面の上で誘電体物質の層により被覆された反射物質の層を
含む多層構造を示し得る。誘電物質は、回折性顔料をより固く、かつより長く続くように
し得る。例えば、誘電物質はすなわち以下の物質、ＭｇＦ２，ＳｉＯ２，Ａｌ２Ｏ３，Ａ
ｌＦ３，ＣｅＦ３，ＬａＦ３，ＮｄＦ３，ＳｍＦ２，ＢａＦ２，ＣａＦ２，ＬｉＦ，及び
それらの組み合わせから選択され得る。例えば、反射物質は金属、その合金、及び非金属
の反射物質から選択され得る。使用され得る金属は、Ａｌ，Ａｇ，Ｃｕ，Ａｕ，Ｐｔ，Ｓ
ｎ，Ｔｉ，Ｐｄ，Ｎｉ，Ｃｏ，Ｒｄ，Ｎｂ，Ｃｒ、及びそれらの物質、組み合わせ又は合
金を含む。そのような反射物質はそれ自身で、単層を含む回折性顔料を構成し得る。
【００８８】
変形において、回折性顔料は、少なくとも１の面を被覆する、又は実際には完全にコアを
カプセル化する反射層を有する誘電物質のコアを含む多層構造を含み得る。誘電物質の層
は、反射層をもまた覆い得る。使用される誘電物質は、すなわち好ましくは無機性であり
、例えば金属弗化物、金属酸化物、金属スルフィド、金属窒化物、金属カーバイド、及び
それらの組み合わせから選択され得る。誘電物質は結晶、半結晶、又は非晶質状態にあっ
てもよい。この構成において、誘電物質は、例えば以下の物質、ＭｇＦ２，ＳｉＯ，Ｓｉ
Ｏ２，Ａｌ２Ｏ３，ＴｉＯ２，ＷＯ，ＡｌＮ，ＢＮ，Ｂ４Ｃ，ＷＣ，ＴｉＣ，ＴｉＮ，Ｎ

４Ｓｉ３，ＺｎＳ，ガラス粒子、ダイアモンドタイプの炭素、及びそれらの組み合わせか
ら選択されてもよい。
【００８９】
変形において、回折性顔料は予備形成された誘電物質又はセラミック物質、例えば天然の
ラメラ鉱物、例えばマイカペロスコバイト（peroskovite）又はタルク；又はガラスから
形成された合成の小板、アルミナ、ＳｉＯ２、炭素、酸化鉄／マイカ、ＢＮ，ＢＣ、グラ
ファイト、又はオキシ塩化ビスマスで被覆されたマイカ、及びそれらの組み合わせから構
成され得る。
【００９０】
誘電物質の層の代わりに、機械的性質を改善する他の物質が適する。そのような物質は、
シリコーン、金属シリサイド、ＩＩＩ，ＩＶ，及びＶ族の元素から形成された半導体物質
、体立方晶系構造（body centered cubic crystal structure）を有する金属、金属－セ
ラミック組成物又は物質、半導体ガラス、及びそれらの種々の組み合わせを含み得る。
【００９１】
特に、使用される回折性顔料は、２００３年２月１３日に公開された米国特許出願公開第
２００３／００３１８７０号に記載されているものから選択され得る。
【００９２】
回折性顔料は、例えば以下の構造を有し得る。ＭｇＦ２／Ａｌ／ＭｇＦ２，この構造を有
する回折性顔料はフレックスプロダクツによりスペクトラフレア１４００ピグメントシル
バー又はスペクトラフレア１４００ピグメントシルバーＦＧの商標名で販売されている。
ＭｇＦ２の重量による割合は、顔料の合計重量に対して８０重量％～９５重量％の範囲で
あり得る。
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【００９３】
例えば、回折性顔料の量は、第一組成物の合計重量に対して０．１重量％～５重量％の範
囲であり得る。
【００９４】
例えば、回折性顔料のサイズは、５μｍ～２００μｍの範囲，好ましくは５μｍ～１００
μｍの範囲，例えば５μｍ～３０μｍの範囲であり得る。
【００９５】
回折性顔料粒子の厚さは、３μｍ以下，又は好ましくは２μｍ以下，例えば約１μｍ以下
であり得る。
【００９６】
反射性粒子
例えば、第一組成物は、反射性粒子、特に中でも場合によって磁性があってもよいフレー
クを含み得る。
【００９７】
本発明の文脈において使用される用語「反射性粒子」は、そのサイズ及び構造、特にそれ
らを構成する層の厚さ並びにそれらの物理的性質及び化学的性質、そしてそれらの表面状
態が、それらに入射光を反射させることを可能にする粒子を意味する。適切であれば、組
成物又は混合物がメイクアップされるべき表面に施与されたとき、該反射が、組成物又は
混合物の表面に強調点を生じるのに充分な強度を有してもよく、その強調点は裸眼に見え
、即ち、それらはそれらの環境と対比する一層大きい輝度の点であり、輝いて見える。
【００９８】
反射性粒子はそれらと関連する着色剤により作り出された着色効果を有意に変えないよう
な様式で、より特にカラーイールドに関するその効果を最適にするために選ばれてもよい
。より特に反射性粒子は黄色、ピンク、赤色、青銅、オレンジ、褐色、及び／又は銅の光
沢を有してもよい。
【００９９】
反射性粒子は、第一組成物の合計重量に対して０．５重量％～６０重量％の範囲、特に１
重量％～３０重量％，より特に３重量％～１０重量％の範囲で第一組成物中に存在してい
てもよい。
【０１００】
該粒子は種々の形態であってもよい。特に、該粒子はフレークの形態であってもよく、又
はそれらは小球（globular）、特に球形（spherical）であってもよい。
【０１０１】
その形態に関わらず、反射性粒子は、多層構造を場合によって有していてもよい；多層構
造と共に、例えば該粒子は特に反射物質の均一の厚さの少なくとも１の層を有していても
よい。
【０１０２】
反射性粒子が多層構造を有していないとき、それらは例えば、金属酸化物、特に合成によ
り得られるチタン又は鉄の酸化物から構成されていてもよい。
【０１０３】
反射性粒子が多層構造を有するとき、該粒子は例えば天然の又は合成の基体、特に反射性
物質、特に、少なくとも１の金属又は金属性の物質の少なくとも１の層で少なくとも部分
的に被覆されている合成の基体を特に含んでいてもよい。基体は単独の物質又は多くの物
質でありえ、それは有機性及び／又は無機性であってもよい。
【０１０４】
より特に、それはガラス、セラミック、グラファイト、金属酸化物、アルミナ、シリカ、
シリケート、特にアルミノシリケート、及びボロシリケート、合成マイカ、及びそれらの
混合物から選択され得る。このリストは制限的ではない。
【０１０５】
反射性物質は、金属又は金属性物質の層を含んでいてもよい。
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【０１０６】
反射性粒子は、特に日本の特許文献、特開平０９－１８８８３０号、特開平１０－１５８
４５０号、特開平１０－１５８５４１号、特開平０７－２５８４６０号及び特開平０５－
０１７７１０号に記載されている。
【０１０７】
金属層で被覆された鉱物基体を含む反射性粒子の挙げられ得る更なる例は、銀で被覆され
たボロシリケートの基体を含む粒子（また、「白色真珠層」と称される）である。
【０１０８】
フレークの形態における、銀で被覆されたガラス基体粒子は、TOYALによりミクロガラス
・メタシャインＲＥＦＳＸ　２０２５　ＰＳの商標名で販売されている。ニッケル／クロ
ム／モリブデン合金で被覆されたガラス基体粒子が同社によりクリスタル・スターＧＦ５
５０、ＧＦ２５２５の商標名で販売されている。
【０１０９】
任意の形態の反射性粒子は、少なくとも１の金属性物質、特に例えばチタンの酸化物、特
にＴｉＯ２、鉄の酸化物、特にＦｅ２Ｏ３、スズの酸化物、又はクロムの酸化物から選択
された少なくとも１の金属酸化物、硫酸バリウム、及び以下の物質ＭｇＦ２，ＣｒＦ３，
ＺｎＳ，ＺｎＳｅ，ＳｉＯ２，Ａｌ２Ｏ３，ＭｇＯ，Ｙ２Ｏ３，ＳｅＯ３，ＳｉＯ，Ｈｆ
Ｏ２，ＺｒＯ２，ＣｅＯ２，Ｎｂ２Ｏ５，Ｔａ２Ｏ５，ＭｏＳ２，及びそれらの混合物又
は合金の少なくとも１の層で少なくとも部分的に被覆された合成の基体の粒子から選択さ
れてもよい。
【０１１０】
挙げられ得るそのような粒子の例は、二酸化チタンで被覆された合成マイカの基体を含む
粒子、又は褐色酸化鉄、酸化チタン、酸化スズ、又はそれらの混合物の一つのいずれかで
被覆されたガラス粒子、例えばエンゲルハードによりリフレックス（商標）の商標名で販
売されているものである。
【０１１１】
本発明の第一組成物は、場合によって磁性があってもよい真珠層の少なくとも１を含んで
いてもよい。
【０１１２】
真珠層
用語「真珠層」は任意の形態の着色された粒子であって、場合によって遊色効果があって
もよく、ある軟体動物の殻の中で生産され、あるいは合成され、光学干渉により「真珠光
沢のある」着色効果を示す粒子を意味する。
【０１１３】
真珠層は、真珠層顔料、例えば酸化鉄で被覆されたマイカチタン、オキシ塩化ビスマスで
被覆されたマイカ、酸化クロムで被覆されたマイカチタン、有機着色剤で被覆されたマイ
カチタン、特に上述のタイプ、及びオキシ塩化ビスマスに基づく真珠層顔料から選択され
てもよい。それらは、マイカの粒子であってその表面に金属酸化物及び／又は有機着色物
質の少なくとも２の連続層が重ねられたマイカの粒子であってもよい。
【０１１４】
より特に、真珠層は、黄色、ピンク色、赤色、青銅色、オレンジ色、褐色、金色、及び／
銅色の色又は光沢を有してもよい。
【０１１５】
第一組成物中に導入されるのに適し、かつ挙げられ得る真珠層の例は、特に金色の真珠層
、特にブリリアントゴールド２１２Ｇ（チミカ）、ゴールド２２２Ｃ（クロワゾネ）、ス
パークルゴールド（チミカ）、ゴールド４５０４（クロマライト）、及びモナークゴール
ド２３３Ｘ（クロワゾネ）の商標名でエンゲルハードにより販売されているもの；青銅色
の真珠層、特に、ブロンズ・ファイン（１７３８４）（カラロナ）及びブロンズ（１７３
５３）（カラロナ）の商標名でメルクにより販売されているもの、またスーパーブロンズ
（クロワゾネ）の商標名でエンゲルハードにより販売されているもの；オレンジ色の真珠
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層、特にオレンジ３６３Ｃ（クロワゾネ）及びオレンジＭＣＲ１０１（コスミカ）の商標
名でエンゲルハードにより、またパッションオレンジ（カラロナ）及びマットオレンジ（
１７４４９）（ミクロナ）の商標名でメルクにより販売されているもの；ヌ－アンティー
クカッパー３４０ＸＢ（クロワゾネ）及びブラウンＣＬ４５０９（クロマライト）の商標
名でエンゲルハードにより販売されている褐色の色合いの真珠層；カッパー３４０Ａ（チ
ミカ）の商標名でエンゲルハードにより販売されている銅光沢を有する真珠層；赤色の光
沢を有する真珠層、特にシエナファイン（１７３８６）（カラロナ）の商標名でメルクに
より販売されているもの；黄色の光沢を有する真珠層、特にイエロー（４５０２）（クロ
マライト）の商標名でエンゲルハードにより販売されているもの；金の光沢を有する赤色
の色合いの真珠層、特にサンストーンＧ０１２（ジェムトーン）の商標名でエンゲルハー
ドにより販売されているもの；ピンク色の真珠層、特にタンオパールＧ００５（ジェムト
ーン）の商標名でエンゲルハードにより販売されているもの；光沢を有する黒色真珠層、
特にＮｕアンティークブロンズ２４０ＡＢ（チミカ）の商標名でエンゲルハードにより販
売されているもの；青色真珠層、特にマットブルー（１７４３３）（ミクロナ）の商標名
でメルクにより販売されているもの；銀色の光沢を有する白色真珠層、特にキシロナシル
バーの商標名でメルクにより販売されているもの；及びインディアンサマー（キシロナ）
の商標名でメルクにより販売されるオレンジ～ピンク緑色～金色の強調真珠層並びにこれ
らの混合物である。
【０１１６】
例えば、第一組成物は、場合により磁性を有していてもよいフィラーの少なくとも１つを
含んでいてもよい。
【０１１７】
フィラー
用語「フィラー」は、組成物が製造される温度にかかわらず組成物媒体中に不溶性である
任意の形態の粒子を意味する。フィラーは主として組成物のレオロジー又はテクスチャー
を変更するように作用する。粒子の性質及び量は所望される機械的性質及びテクスチャー
に依存し得る。
【０１１８】
挙げられ得るフィラーの例は、中でも、タルク、マイカ、シリカ、カオリン、セリサイト
、及びポリアミド、ポリオレフィン、例えばポリエチレン、ポリテトラフルオロエチレン
、ポリメチルメタクリレート、又はポリウレタンの粉末、粉末化された澱粉、並びにシリ
コーン樹脂ビーズを含む。
【０１１９】
中でも、フィラーは特に皮膚の不完全性を隠すように、特にファンデーションにぼやけた
効果を作りだすことが意図されていてもよい。
【０１２０】
第一組成物は、染料、有機顔料、又はレーキをもまた含んでいてもよい。
【０１２１】
染料、有機顔料、及びレーキ
染料（colorant）は、脂溶性又は水溶性であってもよい。
【０１２２】
脂溶性染料の例は、スーダンレッド、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１７、Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．６
、β－カロテン、大豆油、スーダンブラウン、Ｄ＆ＣイエロＮｏ．１１、Ｄ＆Ｃバイオレ
ットＮｏ．２、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．５、及びキノリンイエローである。
【０１２３】
水溶性染料の例は、ビートルーツジュース及びメチレンブルーである。
【０１２４】
例えば、染料は、存在するときは、第一又は第二組成物の０．１重量％～２０重量％、又
は０．１重量％～６重量％でさえあってもよい。
【０１２５】
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レーキ又は有機顔料は、以下の物質及びそれらの混合物から選択され得る：
　　　コチニールカーマイン；
　　　アゾ、アントラキノン、インジゴ、キサンテン、ピレン、キノリン、トリフェニル
メタン、又はフルオラン染料の有機顔料；
　　　有機レーキ、又は酸性染料、例えば、少なくとも１のカルボキシル基又はスルホン
酸基を含んでいてもよいアゾ、アントラキノン、インジゴ、キサンテン、ピレン、キノリ
ン、トリフェニルメタン、又はフルオリン染料のナトリウム、カリウム、カルシウム、バ
リウム、アルミニウム、ジルコニウム、ストロンチウム、チタンの不溶性塩。
【０１２６】
挙げられ得る有機顔料は以下の名前を有するものを含む：Ｄ＆ＣブルーＮｏ．４，Ｄ＆Ｃ
ブラウンＮｏ．１，Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．５，Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．６，Ｄ＆Ｃオレンジ
Ｎｏ．４，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．５，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１０，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．
１１，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．７，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１７，Ｄ＆Ｃ
レッドＮｏ．２１，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２２，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７，Ｄ＆ＣレッドＮ
ｏ．２８，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３０，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３１，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３３
，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３４，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３６，Ｄ＆ＣバイオレットＮｏ．２，Ｄ
＆ＣイエローＮｏ．７，Ｄ＆ＣイエローＮｏ．８，Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０，Ｄ＆Ｃイ
エローＮｏ．１１，ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１，ＦＤ＆ＣグリーンＮｏ．３，ＦＤ＆Ｃレッ
ドＮｏ．４０，ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．５，ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６。
【０１２７】
有機着色物質は、有機支持体、例えば松脂又は安息香酸アルミニウムにより支持された有
機レーキを含んでいてもよい。
【０１２８】
挙げられ得る特定の有機レーキは以下の名前を有するものを含む：Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２
アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．４
アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６
バリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６バリウム／ストロンチウムレーキ，Ｄ＆Ｃレッド
Ｎｏ．６ストロンチウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６カリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮ
ｏ．７アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．７バリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．
７カルシウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．７カルシウム／ストロンチウムレーキ，Ｄ＆Ｃ
レッドＮｏ．７ジルコニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．８ナトリウムレーキ，Ｄ＆Ｃレ
ッドＮｏ．９アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．９バリウムレーキ，Ｄ＆Ｃレッド
Ｎｏ．９バリウム／ストロンチウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．９ジルコニウムレーキ，
Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１０ナトリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１９アルミニウムレーキ
，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１９バリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１９ジルコニウムレーキ
，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２１アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２１ジルコニウムレ
ーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２２アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７アルミニウ
ムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７アルミニウム／チタン／ジルコニウムレーキ，Ｄ＆Ｃ
レッドＮｏ．２７バリウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７カルシウムレーキ，Ｄ＆Ｃレ
ッドＮｏ．２７ジルコニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２８アルミニウムレーキ，Ｄ＆
ＣレッドＮｏ．３０レーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３１カルシウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮ
ｏ．３３アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３４カルシウムレーキ，Ｄ＆Ｃレッド
Ｎｏ．３６レーキ，Ｄ＆ＣレッドＮｏ．４０アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣブルーＮｏ．１
アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．３アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ
．４アルミニウムレーキ，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．５アルミニウムレーキ，Ｄ＆Ｃオレンジ
Ｎｏ．５ジルコニウムレーキ，Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１０アルミニウムレーキ，Ｄ＆Ｃオ
レンジＮｏ．１７バリウムレーキ，Ｄ＆ＣイエローＮｏ．５アルミニウムレーキ，Ｄ＆Ｃ
イエローＮｏ．５ジルコニウムレーキ，Ｄ＆ＣイエローＮｏ．６アルミニウムレーキ，Ｄ
＆ＣイエローＮｏ．７ジルコニウムレーキ，Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０アルミニウムレー
キ，ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１アルミニウムレーキ，ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４アルミニウム
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レーキ，ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４０アルミニウムレーキ，ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．５アル
ミニウムレーキ，ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６アルミニウムレーキ。
【０１２９】
上にリストされた有機着色物質のそれぞれに対応する化学物質は、「化粧料、トイレトリ
ー、及び香料協会(The Cosmetic, Toiletry, and Fragrance Association)」により発行
された「国際化粧料成分の辞書及びハンドブック(International Cosmetic Ingredient D
ictionary and Handbook)」（１９９７年版）という題名の書籍の３７１～３８６ページ
及び５２４～５２８ページに挙げられている。その内容は参照することにより本明細書に
取り込まれる。
【０１３０】
第一組成物は、複合顔料を含んでいてもよい。
【０１３１】
複合顔料
複合顔料は、
　　　場合によって磁性を帯びていてもよい無機のコア；及び
　　　少なくとも１つの有機着色物質の少なくとも１つの少なくとも部分的な被覆
を含む粒子から構成されていてもよい。
【０１３２】
少なくとも１のバインダーは、無機コアの上に有機着色物質を固定することに有利に貢献
し得る。
【０１３３】
複合顔料の粒子は、種々の形態を有し得る。特に、該粒子は、フレークの形態であっても
よいか、又は小球、特に球形であってもよく、そして中空又は中実であってもよい。用語
「フレークの形態の」は、厚さに対する最大寸法の比が５以上である粒子を意味する。
【０１３４】
複合顔料は、例えばグラム当たり１平方メートル（ｍ２／ｇ）～１０００ｍ２／ｇの範囲
、特に約１０ｍ２／ｇ～約６００ｍ２／ｇ，特に約２０ｍ２／ｇ～約４００ｍ２／ｇの範
囲の比表面積を有し得る。比表面積は、ＢＥＴ（ブルナウア－エメット－テラー）法を使
用して測定された値である。
【０１３５】
複合顔料の無機コアは、有機着色物質の粒子を固定するのに適する任意の形態、例えば球
状、小球、粒状、多面体、針状、紡錘形、フレークの形態につぶされた形、米粒状、又は
鱗状、及びこれらの形態の組み合わせを有し得る。このリストは制限的ではない。
【０１３６】
コアの最大寸法：最も小さい寸法の比は１～５０の範囲であってもよい。
【０１３７】
無機のコアは、約１ｎｍ～約１００ｎｍの範囲，又は約５ｎｍ～約７５ｎｍの範囲，例え
ば約１０ｎｍ～約５０ｎｍの範囲さえのサイズを有していてもよい。
【０１３８】
無機のコアは、金属の塩及び金属酸化物、特にチタン、ジルコニウム、セリウム、亜鉛、
鉄、アイアンブルー、アルミニウム、及びクロムの酸化物、アルミナ、ガラス、セラミッ
ク、グラファイト、シリカ、シリケート、特にアルミノシリケート及びボロシリケート、
合成マイカ及びそれらの混合物を含む非制限的なリストから選択された物質から形成され
得る。
【０１３９】
チタンの酸化物、特にＴｉＯ２、鉄の酸化物、特にＦｅ２Ｏ３，セリウム、亜鉛、及びア
ルミニウムの酸化物、シリケート、特にアルミノシリケート及びボロシリケートが特に適
切である。
【０１４０】
無機のコアは、ＢＥＴ法を使用して測定されて、約１ｍ２／ｇ～約１０００ｍ２／ｇの範
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囲，好ましくは約１０ｍ２／ｇ～約６００ｍ２／ｇの範囲，例えば約２０ｍ２／ｇ～約４
００ｍ２／ｇの範囲の比表面積を有していてもよい。
【０１４１】
無機のコアは、もし適切であれば着色されていてもよい。
【０１４２】
有機の着色物質は上で定義されたとおりである。
【０１４３】
複合顔料バインダーは、有機着色物質が無機のコアの表面に吸着することを許すならば任
意のタイプであってもよい。
【０１４４】
特に、バインダーは以下の非制限的なリスト：シリコーン物質、ポリマー状物質、オリゴ
マー状物質、又は類似の物質、特にオルガノシラン、フルオロアルキル化オルガノシラン
、及びポリシロキサン、例えばポリメチルハイドロジェンシロキサン、並びに種々のカッ
プリング剤、例えばシラン、チタネート、アルミネート、ジルコネート及びそれらの混合
物に基づくカップリング剤から選択され得る。
【０１４５】
着色剤は、フォトクローム着色物質又はフォトクローム剤を含み得る。
【０１４６】
フォトクローム剤
一般的に、フォトクローム着色剤は、紫外線により照明されたとき色を変える性質及び、
該線によりもはや照明されないときには最初の色に戻る性質、又は着色されていない状態
から着色された状態に行く性質、及び逆、を有する着色剤である。言い換えると、そのよ
うな剤は人工の光により、又はある量のＵＶ照射を含む光、例えば太陽光により照明され
ているかどうかに依存して、種々の色を示す。
【０１４７】
欧州特許出願公開第１４１０７８６号に記載されているフォトクローム剤の例が有益に参
照され得る。
【０１４８】
サーモクローム剤
例えば、サーモクローム剤、クロマケム社により販売されている参照名クロマファースト
イエロー５ＧＸ０２を使用することが可能である。
【０１４９】
他の着色剤
第一組成物は、ピエゾクローム（piezochrome）化合物、特にトライボクローム（triboch
rome）、又はソルバトクローム（solvatochrome）をもまた含んでいてもよい。
【０１５０】
他の成分
典型的には、化粧料組成物は生理学的に許容される媒体を含む。用語「生理学的に許容さ
れる媒体」は、ヒトの皮膚、爪、毛、又は口唇に施与されることのできる非毒性の媒体を
意味する。生理学的に許容される媒体は、組成物が施与される表面の性質及び組成物が包
装される形態に一般的に適合されている。
【０１５１】
第一組成物は、上に記載されたもの以外の成分、特に少なくとも１の溶媒、１の油状相、
１のフィルム形成性ポリマー、及び／又は１の皮膚科学的に又は化粧料的に活性な成分を
、特にその投与又は「製剤の（galenical）」形態に応じて含む。
【０１５２】
溶媒
第一組成物は、少なくとも１の水性又は有機溶媒、特に有機溶媒、例えば揮発性オイルを
含んでいてもよい。
【０１５３】
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本発明の文脈において使用される用語「揮発性溶媒」は、環境温度において液状であって
、環境温度及び大気圧において、ゼロではない蒸気圧、特に０．１３パスカル（Ｐａ）～
４０，０００Ｐａ（１０－３ミリメートルの水銀（ｍｍＨｇ）～３００ｍｍＨｇ）の範囲
、好ましくは１．３Ｐａ～１３，０００Ｐａ（０．０１ｍｍＨｇ～１００ｍｍＨｇ）の範
囲、好ましくは１．３Ｐａ～１，３００Ｐａ（０．０１ｍｍＨｇ～１０ｍｍＨｇ）の範囲
の蒸気圧を有する溶媒を意味する。
【０１５４】
第一組成物が１以上の有機溶媒を含むとき、溶媒は考慮下の組成物の合計重量に対して０
．１％～９９％の範囲の量で存在し得る。
【０１５５】
一般的に、溶媒、特に有機溶媒の量は、組成物が施与されることが意図される表面の性質
に依存する。
【０１５６】
第一組成物は、揮発性オイルにより構成された少なくとも１の揮発性溶媒を含み得る。
【０１５７】
オイルは、シリコーン化されたオイル、又は炭化水素化されたオイルであってもよく、又
はそのようなオイルの混合物を含んでいてもよい。
【０１５８】
本発明の文脈において使用される用語「シリコーン化されたオイル」は、少なくとも１の
ケイ素原子、特に少なくとも１のＳｉ－Ｏ基を含むオイルを意味する。
【０１５９】
用語「炭化水素化されたオイル」は、主に水素原子及び炭素原子を含み、場合によって酸
素、窒素、硫黄、及び／又はリン原子を含んでいてもよいオイルを意味する。
【０１６０】
揮発性の炭化水素化されたオイルは、８～１６の炭素原子を有する炭化水素化されたオイ
ル、特にＣ８～Ｃ１６分岐状のアルカン、（イソパラフィンとも呼ばれる）、例えばイソ
ドデカン（２，２，４，４，６－ペンタメチルヘプタンとも呼ばれる）、イソデカン、イ
ソヘキサデカン、例えば商標名Isopars（商標）又はPermethyls（商標）で販売されてい
るオイルから選択されてもよい。
【０１６１】
使用され得る揮発性オイルは、揮発性シリコーン、例えば揮発性の直鎖又は環状のシリコ
ーンオイルであって、例えば特に、≦８センチストーク（ｃＳｔ）（８×１０―６平方メ
ートル毎秒（ｍ２／ｓ））の粘度を有し、かつ特に２～１０の珪素原子、特に２～７のケ
イ素原子を有し、該シリコーンは１～１０の炭素原子を有するアルキル又はアルコキシ基
を場合によって含んでいてもよいオイルである。本発明において、挙げられ得る適切な揮
発性シリコーンオイルは、特に５～６ｃＳｔの粘度を有するジメチコーン、オクタメチル
シクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキ
サシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロキ
サン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロ
キサン、ドデカメチルペンタシロキサン及びそれらの混合物である。
【０１６２】
フッ素化された揮発性オイル、例えばノナフルオロメトキシブタン、又はパーフルオロメ
チルシクロペンタン、及びそれらの混合物を使用することもまた可能である。
【０１６３】
組成物は、組成物の合計重量に対して０．０１重量％～９５重量％、好ましくは１重量％
～７５重量％の揮発性オイルを含み得る。
【０１６４】
第一組成物は、以下のリストから選択される少なくとも１の有機溶媒を含み得る：
　　　環境温度において液状であるケトン、例えばメチルエチルケトン，メチルイソブチ
ルケトン，ジイソブチルケトン，イソホロン，シクロヘキサノン，又はアセトン；
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　　　環境温度において液状であるアルコール、例えばエタノール、イソプロパノール、
ジアセトンアルコール、２－ブトキシエタノール、又はシクロヘキサノール；
　　　環境温度において液状であるグリコール、例えばエチレングリコール，プロピレン
グリコール，ペンチレングリコール，又はグリセロール；
　　　環境温度において液状であるプロピレングリコールエーテル、例えばプロピレング
リコールモノメチルエーテル，プロピレングリコールモノメチルエーテルのアセテート，
又はジプロピレングリコールモノｎ－ブチルエーテル；
　　　短鎖エステル（３～８の炭素原子の合計を含む）、例えば酢酸エチル、酢酸メチル
、酢酸プロピル、酢酸ｎ－ブチル、又は酢酸イソペンチル；及び
　　　環境温度において液状であるアルカン、例えばデカン、ヘプタン、ドデカン、又は
シクロヘキサン。
【０１６５】
第一組成物は、水、又は水及び化粧料において日常的に使用される親水性有機溶媒、例え
ばアルコール、特に直鎖又は分岐状の２～５の炭素原子を含む低級モノアルコール、例え
ばエタノール、イソプロパノール、又はｎ－プロパノール、ポリオール、例えばグリセリ
ン、ジグリセリン、プロピレングリコール，ソルビトール，ペンチレングリコール，又は
ポリエチレングリコールの混合物をもまた含んでいてもよい。第一組成物は、親水性Ｃ２

エーテル及びＣ２～Ｃ４アルデヒドをもまた含んでいてもよい。水、または水及び親水性
の有機溶媒の混合物は、組成物の合計重量に対して０重量％～９０重量％，特に０．１重
量％～９０重量％，好ましくは０重量％～６０重量％，より特に０．１重量％～６０重量
％の範囲の量で第一及び／又は第二組成物に存在していてもよい。
【０１６６】
油状相
第一組成物が口唇に施与されるとき、第一組成物は、例えば油状相、及び特に環境温度（
２５℃）において液状である少なくとも１の脂肪及び／又は環境温度において固体である
脂肪、例えばワックス、ペースト状脂肪、ガム、及びそれらの混合物を含んでいてもよい
。油状相は脂溶性有機溶媒をもまた含んでいてもよい。
【０１６７】
例えば、第一組成物は、その合計重量に対して５％未満の水、特に１％未満の水を含んで
いてもよい連続油状層を有していてもよく、特にそれは無水の形態であってもよい。
【０１６８】
挙げられ得る、環境温度において液状である脂肪（通常「オイル」と呼ばれる）は、以下
の通りである：炭化水素含有植物オイル、例えば４～１０の炭素原子を含む脂肪酸のトリ
グリセリド、例えばヘプタン酸、又はオクタン酸トリグリセリド、又はヒマワリ、トウモ
ロコシ、大豆、グレープシード、胡麻種、アプリコットカーネル、マカダミアナッツ、ひ
まし、又はアボカドストーンオイル、カプリル／カプリン酸トリグリセリド、ホホバオイ
ル、シアナッツバターオイル、ラノリン、アセチル化ラノリン；鉱物又は合成起源の直鎖
又は分岐状の炭化水素、例えばパラフィンオイル、及びその誘導体、ワセリン、ポリデセ
ン、水素化ポリイソブテン、例えばパールリーム；合成されたエステル及びエーテル、特
に脂肪酸、例えばプルセリンオイル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチ
ルヘキシル、ステアリン酸２－オクチルドデシル、エルカ酸２－オクチルドデシル、イソ
ステアリン酸イソステアリル；ヒドロキシル化エステル、例えば乳酸イソステアリル、オ
クチルヒドロキシステアレート、ヒドロキシステアリン酸オクチルドデシル、ジイソステ
アリルマレート；クエン酸トリイソセチル、脂肪族アルコールのヘプタン酸エステル、オ
クタン酸エステル、又はデカン酸エステル；イソノナン酸イソノニル、ラノリン酸イソプ
ロピル、トリメリット酸トリデシル、リンゴ酸ジイソステアリル；ポリオールエステル、
例えばジオクタン酸プロピレングリコール、ジヘプタン酸ネオペンチルグリコール、ジイ
ソノナン酸ジエチレングリコール；及びペンタエリスリトールエステル；１２～２６の炭
素原子を含む脂肪族アルコール、例えば，オクチルドデカノール，２－ブチルオクタノー
ル，２－ヘキシルデカノール，２－ウンデシルペンタデカノール，又はオレインアルコー
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ル；部分的に水素化された及び／又はシリコーン化されたフッ化オイル；シリコーンオイ
ル、例えば環境温度において液状又はペースト状であり得る、揮発性又は非揮発性の，直
鎖又は環状のポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、例えばシクロメチコーン、又はジメチ
コーン、場合によりフェニル基を有していてもよい、例えばフェニルトリメチコーン，フ
ェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン，ジフェニルメチルジメチルトリシロキ
サン，ジフェニルジメチコーン，フェニルジメチコーン，ポリメチルフェニルシロキサン
；及びそれらの混合物。オイルは、組成物の合計重量に対して０．０１重量％～９０重量
％，好ましくは０．１重量％～８５重量％の範囲で存在していてもよい。
【０１６９】
油状相の存在は、光沢効果を与え得、例えば１．４７～１．５１の範囲，好ましくは１．
４８～１．５０の範囲の屈折率を示し得る。屈折率は、環境温度（２５℃）において屈折
計により測定される。
【０１７０】
第一組成物はペースト状脂肪、ワックス、又はガムをもまた含み得る。
【０１７１】
ペースト状脂肪は一般的に、２５℃～６０．５の範囲，好ましくは３０℃～４５℃の範囲
の融点、及び／又は０．００１メガパスカル（ＭＰａ）～０．４Ｍｐａの範囲，好ましく
は０．００５ＭＰａ～０．４Ｍｐａの範囲の硬度を有する炭化水素含有化合物、例えばラ
ノリン及びその誘導体である。
【０１７２】
ワックスは環境温度（２５℃）において固体であり、可逆的な固体／液体の状態の変化を
有し、３０℃より高く２００℃までの融点、０．５ＭＰａより大きい硬度を有し、固体状
態において異方性のある結晶組織を有する。特に、ワックスは２５℃より高く、好ましく
は４５℃より高い融点を有し得る。該ワックスは、炭化水素を含み、フッ素化及び／又は
シリコーン化されていてもよく、動物、鉱物、植物、及び／又は合成起源であってもよい
。挙げられ得る適切なワックスは、ビーズワックス、カルナウバワックス又はキャンデリ
ラワックス、パラフィン、マイクロクリスタリンワックス、セレシン、オゾケライト；合
成ワックス、例えばポリエチレン又は、フィッシャー－トロプシュワックス、又はシリコ
ーンワックス、例えば１６～４５の炭素原子を含むアルキル又はアルコキシ－ジメチコー
ンであってもよい。組成物は組成物の合計重量に対して０～５０重量％、又は１重量％～
３０重量％さえのワックスを含んでいてもよい。
【０１７３】
適するガムは、一般的に高分子量のポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）又はセルロース
ガム又はポリサッカライドである。
【０１７４】
フィルム形成性ポリマー
例えば、第一組成物は、特にマスカラ又はネイルポリッシュについてはフィルム形成性ポ
リマーをまた含み得る。用語「フィルム形成性ポリマー」は、それ自身で又は追加のフィ
ルム形成剤の存在下、表面、特にケラチン性物質に接着する連続フィルムを形成すること
のできるポリマーを意味する。
【０１７５】
本発明に従う第一組成物における使用に適する、挙げられ得るフィルム形成性ポリマーは
、合成ポリマー、ラジカルタイプ又は重縮合タイプのもの、天然のポリマー、例えばニト
ロセルロース又はセルロースエステル、及びそれらの混合物を含む。
【０１７６】
ラジカルタイプのフィルム形成性ポリマーは、特にビニルポリマー又はコポリマー、特に
アクリルポリマーであり得る。
【０１７７】
ビニルのフィルム形成性ポリマーは、少なくとも１の酸基を含むエチレン性不飽和結合を
有するモノマー及び／又は該酸のモノマーのエステル、及び／又は該酸のモノマーのアミ
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ド、例えばα，β－エチレン性不飽和カルボン酸、例えばアクリル酸、メタクリル酸、ク
ロトン酸、マレイン酸、又はイタコン酸を重合化させることから得られ得る。
【０１７８】
ビニルのフィルム形成性ポリマーは、ビニルエステル、例えば酢酸ビニル、ネオデカン酸
ビニル、ピバリン酸ビニル、安息香酸ビニル、ｔ－ブチル安息香酸ビニル、及びスチレン
モノマー、例えばスチレン及びα－メチルスチレンから選択されたモノマーをホモ重合化
又は共重合化させることからもまた得られ得る。
【０１７９】
挙げられ得るフィルム形成性重縮合体の例は、ポリウレタン、ポリエステル、ポリエステ
ルアミド、ポリアミド、及びポリウレアを含み、このリストは制限的ではない。
【０１８０】
場合によって変性されていてもよい天然起源のポリマーは、シェラック樹脂、サンダラッ
クガム、ダマール樹脂、ガムエレミ、コパール樹脂、セルロースポリマー、例えばニトロ
セルロース、エチルセルロース、又はニトロセルロースエステル、例えば酢酸セルロース
、アセト酪酸セルロース及びアセトプロピオン酸セルロースから選択されたもの、及びそ
れらの混合物から選択され得る。
【０１８１】
フィルム形成性ポリマーは、一般的にラテックス、擬似ラテックスとして公知である、水
性又は油状分散物における固体粒子の形態で存在し得る。フィルム形成性ポリマーは、生
理学的に許容される液状油状相中に、１以上のポリマーの一般的には球状のポリマー粒子
の１以上の安定な分散物を含み得る。該分散物は、水性ポリマー分散物であるラテックス
と対照的に、一般的にポリマーＮＡＤ（非水性分散物）と呼ばれる。該分散物は、該油状
相中の安定な分散物におけるポリマーのナノ粒子の形態であり得る。ナノ粒子のサイズは
好ましくは５ｎｍ～６００ｎｍの範囲である。該分散物を製造するテクニックは当業者に
周知である。
【０１８２】
使用され得る水性フィルム形成性ポリマーの分散物はアベシア－ネオレシンズによりネオ
クリルＸＫ－９０（商標），ネオクリルＡ－１０７０（商標），ネオクリルＡ－１０９０
（商標），ネオクリルＢＴ－６２（商標）、ネオクリルＡ－１０７９（商標），ネオクリ
ルＡ－５２３（商標）の商標名で販売されているアクリル分散物、及びダウケミカル社に
よるダウラテックス４３２（商標）；大東化成工業社によるダイトゾール５０００ＡＤ（
商標）；又はアベシア－ネオレシンズ社によりネオレッツＲ－９８１（商標）及びネオレ
ッツＲ－９７４（商標）の商標名で販売されている水性ポリウレタン分散物；グッドリッ
チ社によるアバルア（AVALURE）ＵＲ－４０５（商標），アバルアＵＲ－４１０（商標）
，アバルアＵＲ－４２５（商標），アバルアＵＲ－４５０（商標），サンキュア８７５（
商標），サンキュア８６１（商標），サンキュア８７８（商標），及びサンキュア２０６
０（商標）；バイエルによるインプラニル８５（商標）；ハイドロマーによるアクアメー
ルＨ－１５１１（商標）；及びイーストマンケミカルプロダクツによるイーストマンＡＱ
の商標名で販売されているスルホポリエステルを含む。
【０１８３】
本発明の第一組成物は、フィルム形成性ポリマーと共にフィルムの形成を促進するフィル
ム形成助剤をもまた含み得る。
【０１８４】
活性成分
第一組成物は、少なくとも１の化粧的に又は皮膚科学的に活性な成分をもまた含み得る。
挙げられ得る、本発明の組成物における使用のために適切な化粧料的に、皮膚科学的に、
衛生学的に、又は薬学的に活性な成分は、保湿化剤（ポリオール例えばグリセリン）、ビ
タミン（Ｃ，Ａ，Ｅ，Ｆ，Ｂ，又はＰＰ）、必須脂肪酸、精油、セラミド、スフィンゴリ
ピッド、脂溶性又はナノ粒子サンスクリーン、及び特定の皮膚トリートメント活性成分（
保護剤、抗菌剤、抗しわ剤等）、自己日焼け剤である。該活性成分は、組成物の合計重量
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に対して０～２０％の範囲，例えば特に０．００１重量％～１５％の範囲の濃度で使用さ
れ得る。
【０１８５】
第一組成物は、化粧料において日常的に使用される成分、例えば増粘剤、界面活性剤、微
量元素、保湿剤、軟化剤、封鎖剤、香料、アルカリ化剤又は酸性化剤、保存剤、抗酸化剤
、ＵＶフィルター、着色剤、又はそれらの混合物をもまた含み得る。
【０１８６】
想定される使用に依存して、本発明の組成物は、考慮下の分野において慣用的に使用され
る成分を含み得、該成分は所望される投与形態に適する量で存在する。
【０１８７】
投与形態
第一組成物は、その目的に依存して種々の形態であり得る。従って、第一組成物は局所施
与に通常使用される任意の投与形態、特に無水の形態、油状又は水性溶液の形態、油状又
は水性ゲル、水中油型又は油中水型エマルジョン、水中ワックス型、又はワックス中水型
エマルジョン、マルチエマルジョン又は油／水の界面に位置するベシクルによる水の中の
オイルの分散物の形態であり得る。
【０１８８】
第一組成物は、粉末又はゲルの形態であり得る。
【０１８９】
第二化粧料組成物
第二組成物は、透明であってもよく、おそらく無色であり、例えば口唇、爪又は皮膚に施
与するためであってもよい。第一組成物について上述された成分の少なくとも１を含み得
る。
【０１９０】
第二組成物は、少なくとも１の着色剤、例えば上にリストされたものの一つを含み得る。
【０１９１】
適切であれば、第二組成物は、磁性を示してもよいが、本発明の多くの実施において第一
組成物のみが磁性を示す。
【０１９２】
第二組成物は、第一組成物を被覆するためであってもよく、又は第一組成物により被覆さ
れるためであってもよい。
【０１９３】
第二組成物が着色されているとき、その色は場合により第一組成物の色と対照的であって
もよい。
【０１９４】
第二組成物は、第一組成物と同じ投与形態を有し得、組成物の媒体に関する上記の記述及
び可能性のある活性成分は、第二組成物にもまた当てはまる。
【０１９５】
磁性デバイス
磁性デバイスは、永久磁石、又は、例えば、随意に再充電可能な少なくとも１の電池によ
り作動される電磁石を含み得る。電池については、磁性デバイスは、電磁石が電気で選択
的に作動されることを可能にするスイッチを含み得る。
【０１９６】
磁性デバイスは、経時的に変化する配向のある磁場を創り出すようにアレンジされ得る。
磁性デバイスが磁石を含むとき、デバイスは該磁石が回転されることを可能にするモータ
ーを例えば含み得る。変形においては、磁性デバイスは電気で逐次的に作動されるとき、
回転磁場を作り出すように配置された複数のソレノイドを含み得る。
【０１９７】
例えば、回転磁場は円形の対称性を示す模様、例えばレリーフにおける球の印象を与える
模様を得ることを可能にし得る。
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【０１９８】
電磁石はユーザーにより所望されるように、連続的に又は断続的に作動され得る。特に、
第一組成物により被覆された表面の近くに磁性デバイスが正しく位置付けられていない間
は、電磁石が作動される必要がないように磁性デバイスがアレンジされていてもよい。
【０１９９】
磁場は少なくとも５０ミリテスラ（ｍＴ）、例えば好ましくは少なくとも６６ｍＴである
。
【０２００】
磁場をかけることを容易にするために、磁性デバイスは、第一組成物が堆積された表面に
相対的に磁性デバイスが位置付けられることを可能にする部材を含んでいてもよい。これ
は、磁性デバイスが誤って、組成物と接触することを防ぐことを可能にする及び／又は考
慮下の領域に形成された模様を中央にくるようにすることを可能にする。
【０２０１】
本発明の実施において、磁性デバイスはアプリケーター、例えば第一化粧料組成物を施与
するために使用されるアプリケーターに保持されている。これは、ユーザーにより操作さ
れる必要のある対象の数を減らすことを可能にし、メイクアップを施与することを容易に
する。
【０２０２】
本発明の別の実施において、磁性デバイスは、アプリケーター、例えば第一化粧料組成物
を施与するために使用されるアプリケーターのハンドルに接続された第二の端を有するロ
ッドの第一の端に取付けられた磁石を含む。
【０２０３】
磁場は、磁性構造、特に柔軟な構造、例えば交互のＮ及びＳ極によってもまたかけられ得
る。例えば、そのような構造は第一組成物上に繰り返される模様、例えば縞を形成するこ
とを可能にし得る。
【０２０４】
メイクアップを施与する方法
本発明の別の側面に従うと、本発明は表面にメイクアップを施与する方法であって、以下
の工程を含む方法をもまた提供する。
　　　表面に流動状態の少なくとも第一組成物及び第二組成物を堆積させる工程、ただし
第一組成物は第二組成物を被覆するか又は第二組成物により被覆され、第一組成物は、磁
場の影響下で可動性のある磁性粒子を含む、及び
　　　第一組成物の少なくとも一部を磁場に暴露し、磁性粒子の少なくとも一部を配向さ
せる、及び／又は移動させて、第一組成物の外観を変更する工程。
【０２０５】
磁場への暴露は、第二組成物が表面又は第一組成物に施与された前及び／又は後に行われ
ることができる。
【０２０６】
第一組成物上に少なくとも１の模様、該模様は例えば磁力線の形状に関連されている、を
形成するように磁場がかけられてもよい。
【０２０７】
上記のように、第二化粧料組成物が第一組成物に施与されたとき、第二組成物は深さ、光
沢、滑らかさ、又は他の効果を得ることを可能にする。第二組成物は透明であってもよい
。あるいは、第二組成物は、例えば着色された背景／ベースを作るように第一組成物によ
り被覆されてもよい。
【０２０８】
例えば、第二組成物は口唇又は爪への施与のためであり得る。
【０２０９】
第一組成物が施与された顔又は体の少なくとも１の領域の透明さ及び／又は色に立体感を
もたせるように、磁場がかけられてもよい。
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【０２１０】
例えば、化粧料組成物がファンデーションであるとき、磁場の影響下で粒子を配向させる
ことは、組成物の透明さを変えて、そして磁場に暴露された領域において、顔の外観に立
体感をもたせること、特にカメオタイプのメイクアップを施与することを可能にする。例
えば、顔の横を暗くして、本来より細く見えるようにすることを可能にするために磁場が
かけられ得る。
【０２１１】
磁場は、第一組成物が固定された外観を得るまで、すなわちもし磁場が存在し続けたとし
ても該組成物の外観が変化することを止めるまでかけられてもよい。変形においては、磁
場は、暴露された領域中の磁性粒子のすべてが永久的に移動される及び／又は配向される
ようにする時間より短い時間で、かけられてもよい。
【０２１２】
第一組成物の透明さ及び／又は色は磁場の影響下で徐々に変化するので、第一組成物が所
望される外観を示すときにユーザーは磁性粒子を場に付すことを止めることができる。
【０２１３】
本発明の実施において、磁場は磁性シートを通してかけられる。該シートの形状に依存し
て、磁力線は種々の形状を有し、そうすることにより例えば単一の磁石で作り出されるこ
とのできる模様の数を増加させることを可能にする。
【０２１４】
磁場は、第一組成物で被覆された表面の異なる領域に逐次的にかけられてもよい。
【０２１５】
磁場は、例えば離れた模様を作るように、互いに離れた表面の領域にかけられてもよい。
【０２１６】
第一組成物が堆積された後、該領域の第一組成物の外観を変化させないようにするために
は、第一組成物で被覆された表面の領域は磁場に暴露される必要はない。
【０２１７】
第一組成物及び第二組成物は種々の方法で、例えば好ましくは非磁性であり、例えばブラ
シ、房にされた末端部(flocked endpiece)、フォーム(foam)から選択された化粧料アプリ
ケーターにより施与され得る。又はアプリケーターを使用することなしに施与され得、第
一組成物及び第二組成物が例えば指で広げられ、又は例えば噴霧されてもよい。
【０２１８】
本発明の実施において、第一組成物及び第二組成物の少なくとも１つが、穴のあいている
マスクを通して表面に施与される。これは例えば穴の形状に対応する予め決定された模様
を作ることを可能にする。第一組成物において被覆された表面の少なくとも１の領域が、
その後磁場に暴露され得る。
【実施例】
【０２１９】
本発明は、本発明の非制限的な実施の以下の詳細な説明を読み、かつ添付の図面を検討す
るとよりよく理解される。
【０２２０】
図面において、磁性粒子は、図面を理解しやすくするために点の形態で示されているが、
実際には、粒子は裸眼で見える必要はない。
【０２２１】
図１は、表面、例えば皮膚、口唇、爪、毛、又は付け爪にさえに堆積された後、組成物の
外観に影響を及ぼす配向及び／又は位置を有する磁性粒子Ｐを含む第一組成物Ｃ１を含む
キット１を示す。
【０２２２】
キット１は、第二組成物Ｃ２をも含む。第二組成物は例えば第一組成物Ｃ１を含む容器に
類似した容器に含まれている。
【０２２３】
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まれたマニュキア液である。キャップは、マニュキアが爪に施与されることを可能にする
ブラシにより構成されるアプリケーター部材５を含む非磁性の化粧料アプリケーター４を
支える。
【０２２４】
キット１は、第一組成物Ｃ１と接触することなく第一組成物Ｃ１の外観を変化させるのに
有用である磁場を創り出すことを可能にする磁性デバイス１０をさらに含む。
【０２２５】
考慮下の実施態様において、磁性デバイス１０は、長尺軸Ｘの支持部材１３により支持さ
れた永久磁石１２を含み、磁石１２の極軸は軸Ｘと実質的に直交している。
【０２２６】
考慮下の実施態様において、磁性デバイス１０は、回転磁場を創り出すようにアレンジさ
れ、支持部材１３をその軸Xの周りに回転させるように、ケーシング１５に格納されたモ
ーター（示されていない）を含む。
【０２２７】
スイッチ１６が、ケーシング１５の上に存在して、ユーザーがモーターのスイッチを入れ
、そうすることにより磁石１２と共に支持部材１３を回転させることを可能にする。
【０２２８】
示されていない変形において、回転磁場は、回転する場を作りだすように逐次的に作動さ
れる複数のソレノイドにより作り出される。
【０２２９】
キット１を使用するために、ユーザーは図３に示されるように、第一組成物Ｃ１をアプリ
ケーター４によりメイクアップされるべき表面Ｓ、具体的には指の爪に施与することによ
り開始する。
【０２３０】
図４に示された次の工程において、ユーザーは磁性デバイス１０を表面Ｓの中央領域Ｒの
上へもっていき、スイッチ１６を始動させて、磁石１２を回転させる。
【０２３１】
第一組成物Ｃ１に含まれる磁性粒子は、磁石１２の磁力線と並び、配向を変える傾向があ
り、そうすることにより組成物Ｃ１の外観に変化をもたらす。
【０２３２】
ユーザーは、所望される結果に応じて、磁場がかけられる時間の長さを選択することがで
きる。
【０２３３】
例えば、得られた模様は、図５に示されるような、レリーフ状態の球の印象を与えること
ができる。
【０２３４】
次に、ユーザーは、第一組成物が乾燥したら透明なマニュキアである第二組成物Ｃ２を施
与する。
【０２３５】
第二組成物Ｃ２を施与することは、例えば追加の深さの効果を作りだすことを可能にする
。
【０２３６】
図１～５のマニュキア液の実施態様において、第一組成物Ｃ１は、以下の配合を有し得、
量は以下のすべての実施例において重量百分率で表される。
【０２３７】
実施例Ａ
【０２３８】
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【表１】

【０２３９】
＊少なくとも１４％のＦｅ３Ｏ４を含む真珠層、カラロナパチナゴールド（１１７２８８
）で参照され、メルク社により販売されている。
【０２４０】
そのようなマニュキアの外観はマニュキアが乾燥する時間を有する前に磁場をかけること
により変えられることができる。
【０２４１】
第一組成物が乾燥した後に、以下の配合を有する第二組成物Ｃ２が、例えば第一組成物に
施与され得る。
【０２４２】
【表２】

【０２４３】
本発明の変形の実施態様において、例えば着色された背景／ベースを作るように、第二組
成物Ｃ２は、第一組成物Ｃ１の前に施与される。
【０２４４】
第一組成物Ｃ１は、すなわちより少なく被覆することができる。
【０２４５】
以下の実施例は、着色された背景／ベースを作るための第二組成物の例であり、第一組成
物は例えば上述の実施例Ａの配合を有する。
【０２４６】
実施例Ｂ
【０２４７】
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【表３】

【０２４８】
実施例Ａの第一組成物は、一つのタイプの磁性顔料のみを含む。
【０２４９】
以下の実施例は、第一組成物内に、磁性顔料及び別の着色物質、例えば光学効果を有する
顔料、この場合、ゴニオクロマチック顔料を有する可能性を示す。
【０２５０】
実施例　Ｃ
【０２５１】
【表４】

【０２５２】
磁性顔料は、金色であり、該色はゴニオクロマチック顔料のカラーバス上に存在する。
【０２５３】
磁気的な励起なしでは、混合物は、何ら見える模様のないゴニオクロマチック効果を示し
、磁性顔料の色はゴニオクロマチック効果をマスクすることを避けることを可能にする。
金色～ピンクに変化するベースカラーを有する表面を見ることが可能である。
【０２５４】
対照的に、磁場をかけた後、磁力線と並ぶようになった磁性粒子は、ゴニオクロマチック
顔料から生じる色の変化の上に重ねられるようになる模様を作り出す。配向された磁性顔
料の粒子により得られた金色に着色された模様が、観察者及び／又はメイクアップされた
表面に関する何らかの配向条件に対して、ピンクのベース上に現れることができる。
【０２５５】
例えば、実施例Ａの配合と同じ配合を有する第二組成物が、第一組成物が乾燥した後に、
第一組成物に施与され得る。
【０２５６】



(27) JP 4799559 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

第一組成物は磁性顔料及び例えば反射性顔料をもまた含み得る。
【０２５７】
実施例　Ｄ
【０２５８】
【表５】

【０２５９】
＊少なくとも１４％のＦｅ３Ｏ４を含む真珠層、カラロナパチナゴールド（１１７２８８
）で参照され、メルク社により販売されている。
＊＊フレックスフレックスプロダクツによりスペクトラフレアの商標名で販売されている
顔料。
【０２６０】
　　例えば、第二組成物は実施例Ａのものである。
【０２６１】
当然に、第一組成物及び第二組成物の性質が何であれ、第一組成物にかけられる磁場は回
転する必要はない。例えば図６は、その末端に棒の形状の永久磁石１２を含む磁性デバイ
スを示す。
【０２６２】
磁場が回転しないとき、ユーザーは所望される結果に応じて例えば磁石を第一組成物の周
辺へと動かすことができる。
【０２６３】
その性質が何であれ、磁性デバイスは、表面Ｓに相対的に磁性デバイスが位置付けられる
ことを可能にする部材を含んでいてもよい。
【０２６４】
例えば、位置付ける部材は、磁場がかけられている間、磁性デバイスが組成物に触れるこ
とを妨げるように機能する。
【０２６５】
位置付ける部材は、表面Ｓ，例えば爪に対して作られる模様を中央に動かすようにもまた
機能することができる。
【０２６６】
表面の性質に依存して、位置付ける部材は、種々の形態、例えば、図７に示されるように
指の端を嵌めこむための迫台の面を提供する延長部分１７の形態をとることができる。
【０２６７】
図８は、この実施態様においては、それぞれ液状の口紅及びリップグロスから構成されて
いる第一組成物Ｃ１及び第二組成物Ｃ２を含む本発明のキット１の別の実施態様を示す。
【０２６８】
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この実施態様において、アプリケーター４は、容器２のキャップ３により支持された房に
された末端部２０を含む。
【０２６９】
例えば、磁性デバイス１０は、柔軟な構造の形態であり、例えば交互に並ぶＮ及びＳ極を
作る磁化された粒子で満たされたプラスチック物質からできており、そうすることにより
、繰り返される模様、例えば縞を第一組成物で被覆された表面上に形成することを可能に
する。
【０２７０】
例えば、口紅については、第一組成物Ｃ１は以下の配合を示す。
【０２７１】
実施例　Ｅ
【０２７２】
【表６】

【０２７３】
＊少なくとも１４％のＦｅ３Ｏ４を含む真珠層、エンゲルハードによりクロワゾネヌアン
ティークグリーン８２８　ＣＢの参照名で販売されている。
【０２７４】
例えば、第二組成物は以下の配合を有する。
【０２７５】
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【表７】

【０２７６】
第二組成物は、第一組成物に施与され得、深さの効果を作り出すことを可能にする。
【０２７７】
アプリケーターのタイプが何であれ、磁石１２は、適切であれば、アプリケーターに取り
込まれ得る。
【０２７８】
図９の実施態様において、アプリケーター部材５から遠い側の上にある磁石１２は、閉鎖
キャップ３の上にある。
【０２７９】
図１３の実施態様において、磁石１２は、キャップ５１が上にある支持部材１３により支
持されており、使用していないときには、第一組成物Ｃ１を含む容器２を閉鎖するための
キャップ３のコンパートメント５０に格納される。キャップ５１は、磁石１２のハンドル
として機能し、コンパートメント５０を閉鎖するためにもまた機能する。
【０２８０】
磁場が永久磁石による代わりに電磁石により作られることは本発明の範囲を超えない。
【０２８１】
図１０は、電力供給を格納するケーシング４４の末端に電磁石４０を含む磁性デバイス１
０を示す。
【０２８２】
スイッチ４５は、電磁石４０がユーザーにより選択的にスイッチを入れられることを可能
にする。
【０２８３】
組成物Ｃ１及びＣ２をパッケージングする、及び／又は分配する、又は施与するための上
記のデバイス以外の種々のデバイスが使用されることができる。
【０２８４】
例えば、少なくとも１の組成物Ｃ１及びＣ２が、アプリケーターを使用しないでスプレー
の形態で、例えば図１１に示されるようなポンプ６０を使用することにより表面Ｓの上に
堆積されることができる。噴霧は、エアブラシにより、又は例えば圧力をかけられた容器
により発生されることができる。
【０２８５】
第一及び第二組成物をパッケージングする及び／又は分配する、又は施与するためのデバ
イスは互いに異なっていることができる。
【０２８６】
図１２に示されるような、その穴の模様７１が星型である穴のあいたマスク７０が噴霧器
とメイクアップされるべき表面の間に介在されることができる。
【０２８７】
磁場を通す、場合によって穴が開けられていてもよいシート７５が、磁石１２又は電磁石
４０と表面Ｓの間に介在されて、磁力線の形状を変化させ、図１３に示されるような新規
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な効果を作ることができる。
【０２８８】
当然、本発明は上に与えられた実施例に制限されない。
【０２８９】
例えば、キットは、種々の模様を作れるように種々の形状を有する複数の磁石を含んでい
てもよい。
【０２９０】
特許請求の範囲を含めて本明細書を通じて、表現「～を含む」は、その反対であると明示
されない限り「少なくとも１の～を含む」と同義であると理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０２９１】
【図１】本発明のキットの実施例を示す線図である。
【図２】図１の磁性デバイスを示す図形的かつ断片的な軸切断図である。
【図３】使用されているキットを示す線図である。
【図４】使用されているキットを示す線図である。
【図５】本発明により得られることのできる模様の例を示す。
【図６】使用されることのできる磁性デバイスの別の実施例を分離して示す線図である。
【図７】メイクアップされた表面と向き合う磁石を位置付けるための位置付け部材を備え
られた図６の磁性デバイスを示す線図である。
【図８】本発明のキットの別の実施例を示す線図である。
【図９】磁性デバイスに保持されたアプリケーターの例を、正面において及び独立して示
す線図である。
【図１０】使用されることができる磁性デバイスの別の例を示す線図である。
【図１１】第一組成物のための包装用デバイスの別の例を示す。
【図１２】本発明の方法の実施の間に使用されるのに適する穴の開いたマスクを示す。
【図１３】本発明の方法の実施の間に使用されるのに適する磁性シートを示す。
【符号の説明】
【０２９２】
１　　　　 キット
２　　　　 容器
３　　　　 キャップ
４　　　　 化粧料アプリケーター
５　　　　 アプリケーター部材
１０　　　 磁性デバイス
１２　　　 永久磁石
１３　　　 支持部材
１５　　　 ケーシング
１６　　　 スイッチ
１７　　　 延長部分
２０　　　 末端部
４０　　　 電磁石
４４　　　 ケーシング
４５　　　 スイッチ
６０　　　 ポンプ
７０　　　 マスク
７１　　　 模様
７５　　　 シート
Ｐ　　　　 磁性粒子
Ｒ　　　　 中央領域
Ｘ　　　　 軸
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